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す
る
罪

Ⅶ

む
す
び
に
か
え
て

Ⅰ

は
じ
め
に

極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
以
下
、
東
京
裁
判
）
の
判
決
が
一
九
四
八
年
に
言
渡
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
〇
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

東
京
裁
判
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
（
以
下
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
）
と
共
に
、
戦
争
犯
罪
人
に
対
す
る
史
上
初
の
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国
際
的
な
刑
事
裁
判
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
際
刑
事
裁
判
権
構
想
の
発
展
に
対
す
る
東
京
裁
判
の

実
験
的
意
義

は
広
く
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
裁
判
の
国
際
刑
事
実
体
法
の
理
論
的
形
成
に
対
す
る
意
義
や
寄
与
は
、
と
く
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

と
比
し
て
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
充
分
に
追
究
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
と
り
わ
け
、
そ
の
犯
罪
構
成
要
件
に
関
す
る
議
論
は
看

過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
、
日
本
が
国
際
刑
事
裁
判
所
（
以
下
、

I
C
C）
に
加
入
し
た

こ
と
（
二
〇
〇
七
年
）
と
も
相
俟
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
国
際
刑
法
学
に
対
す
る
関
心
、
と
く
に

I
C
C

規
程
の
犯
罪

構
成
要
件
の
考
察
・
分
析
な
ど
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
機
運
を
見
せ
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
森
征
一

先
生
の
御
退
職
を
心
か
ら
惜
し
み
つ
つ
も
、
先
生
の
学
恩
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
報
じ
る
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
も
初
期
国
際
刑
法

史
の
一
断
面
を
素
描
す
る
形
で
、
東
京
裁
判
の
個
々
の
法
的
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
も
（
被
告
人
の
直
接
的
な
処
罰
根
拠
と
な

っ
た
た
め
に
）
法
廷
で
最
も
激
し
く
争
わ
れ
、
現
在
の

I
C
C

規
程
の
犯
罪
構
成
要
件
の
沿
革
と
も
な
っ
て
い
る
極
東
国
際
軍
事
裁

判
所
条
例
（
以
下
、
東
京
条
例
）
の
犯
罪
構
成
要
件
に
焦
点
を
当
て
、
若
干
の
紹
介
・
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

Ⅱ

東
京
条
例
の
法
的
根
拠

東
京
条
例
（
現
代
の
用
語
に
従
え
ば
、

条
例
（C

h
arter

）

は

憲
章

と
呼
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
）
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
命
令
に
基
づ
き
、
検
察
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
月
一
九
日
に
裁
判
所
設
立
の

特
別
宣

言

と
共
に
、

G
H
Q

一
般
命
令
第
一
号
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
。
こ
の

特
別
宣
言

に
よ
り
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
は

国
際

的

に
設
置
さ
れ
た
軍
事
裁
判
所
と
し
て
、

平
和
に
対
す
る
罪
を
含
む
犯
罪
に
つ
い
て
、
個
人
若
し
く
は
団
体
員
又
は
こ
れ
ら
の

双
方
の
資
格
に
お
い
て
、
訴
追
さ
れ
た
者
を
審
理
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
東
京
裁
判
で
は
、
被
告
人
の
範
囲
が
平

和
に
対
す
る
罪
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る

A
級
戦
犯
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
限
定
は
、
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ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
い
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

東
京
条
例
は
、
そ
の
成
立
過
程
や
法
的
性
質
な
ど
が
、
一
九
四
五
年
八
月
八
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
締
結
さ
れ
た

欧
州
枢
軸
諸
国
の

重
大
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
及
び
処
罰
に
関
す
る
協
定

（
以
下
、
ロ
ン
ド
ン
協
定
）
に
付
属
し
て
い
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁

判
所
条
例
（
以
下
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
）
と
は
形
式
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
後
者
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
が
、
当

初
、
米
英
仏
ソ
四
カ
国
が
調
印
し
、
そ
の
後
、
一
九
カ
国
が
正
式
に
参
加
し
た
国
際
法
上
の
条
約
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
の
に
対

し
て
、
前
者
・
東
京
条
例
は
、
そ
の
法
廷
自
体
と
同
様
に
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
た
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
権
限
に
よ
る
命
令

に
し
か
基
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
国
際
法
上
把
握
し
に
く
い
一
方
的
行
為
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
連
合
国
は
一
九
四
三
年
一
一
月
一
日
の

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
お
よ
び
ス
タ
ー
リ

ン
首
相
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
残
虐
行
為
に
関
す
る
声
明

（
い
わ
ゆ
る
モ
ス
ク
ワ
宣
言
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
枢
軸
国
の
戦
争
犯
罪
人
を

裁
判
に
付
す
と
宣
言
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
、
降
伏
文
書
の
調
印
に
よ
り
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
の
で
あ
る
が
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
の
第
一
〇
項
に
は
、

…
…
吾
等
ノ
俘
虜
ヲ
虐
待
セ
ル
者
ヲ
含
ム
一
切
ノ
戦
争
犯
罪
人
ニ
対
シ
テ
ハ
厳
重
ナ
ル
処
罰
ヲ
加

ヘ
ラ
ル
ベ
シ
…
…

と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
際
条
約
的
性
質
を
も
つ
降
伏
文
書
の
調
印
は
、
日
本
が
戦
争
犯
罪
人
の
処

罰
に
同
意
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
看
做
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
後
の
多
数
派
判
決
に
よ
れ
ば
、
東
京
裁
判
の
法

的
根
拠
は
、
日
本
と
連
合
国
の
こ
の
よ
う
な
形
で
の

合
意

に
求
め
ら
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
合
国
は
連

合
国
軍
最
高
司
令
官
（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）
が
降
伏
文
書
実
施
の
た
め
に
一
切
の
命
令
を
発
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
は
│
│

本
官
に
付
与
さ
れ
た
権
限
に
よ
り
（by

virtu
e
of

th
e
a
uth

ority
so

co
nferre

d
u
p
o
n
m
e）

）

│
│
日
本

軍
の
降
伏
を
実
施
さ
せ
る
と
い
う
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
に
託
さ
れ
た
義
務
に
基
づ
い
て
│
│

特
別
宣
言

に
よ
れ
ば
│
│
戦
争

犯
罪
人
に
対
す
る
厳
重
な
る
処
罰
を
含
む
降
伏
条
件
を
履
行
す
る
た
め
に

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
（Inter

n
atio

n
al

M
ilitar

y
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T
rib

u
n
al
for

th
e
F
ar

E
ast

）

を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
裁
判
の
設
立
根
拠
ひ
い
て
は

犯
罪
構
成
要
件

が
、
こ
の
よ
う
な

事
後
法

的
な
成
立
過
程
を
辿
っ

た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
東
京
裁
判
で
は
立
法
者
が
同
時
に
裁
判
官
に
し
て
か
つ
検
察
官
で
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
│
│
例
え
ば
、

ウ
ェ
ッ
ブ
裁
判
長
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
嘱
託
を
受
け
て
い
わ
ゆ
る

ウ
ェ
ッ
ブ
報
告

で
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
方
に
お
け
る

日
本
軍
の
戦
争
犯
罪
の
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
と
し
て
、
弁
護
側
か
ら
裁
判
官
忌
避
の
申
立
が
な
さ
れ
て
い
た
│
│
、
裁
判
中
な
い

し
裁
判
後
も
、
多
く
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

）
。

Ⅲ

犯
罪
構
成
要
件
の
概
要

東
京
裁
判
の
犯
罪
構
成
要
件
に
関
し
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
終
戦
直
後
の
一
時
期
を
除
け
ば

）
、
あ
ま
り
浩
瀚
に
は
論
ぜ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
む
ろ
ん
法
学
的
な
観
点
か
ら
は
、
議
論
の
中
核
を
構
成
す
べ
き
論
点
で
あ
る
。
東
京
条
例
五
条

で
は
、
三
つ
の
構
成
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

平
和
に
対
す
る
罪

、

戦
争
犯
罪

お
よ
び

人
道
に
対
す
る
罪

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
構
成
要
件
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
の
構
成
要
件
を
広
く
踏
襲
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
条
例

五
条
一
項
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⒜
平
和
ニ
対
ス
ル
罪

即
チ
、
宣
戦
ヲ
布
告
セ
ル
又
ハ
布
告
セ
ザ
ル
侵
略
戦
争
、
若
ハ
国
際
法
、
条
約
、
協
定
又
ハ
誓
約
ニ
違
反
セ
ル
戦

争
ノ
計
画
、
準
備
、
開
始
、
又
ハ
遂
行
、
若
ハ
右
諸
行
為
ノ
何
レ
カ
ヲ
達
成
ス
ル
為
メ
ノ
共
通
ノ
計
画
又
ハ
共
同
謀
議
ヘ
ノ
参
加
。

⒝
通
例
ノ
戦
争
犯
罪

即
チ
、
戦
争
ノ
法
規
又
ハ
慣
例
ノ
違
反
。

⒞
人
道
ニ
対
ス
ル
罪

即
チ
、
戦
前
又
ハ
戦
時
中
為
サ
レ
タ
ル
殺
人
、
殲
滅
、
奴
隷
的
虐
使
、
追
放
、
其
ノ
他
ノ
非
人
道
的
行
為
、
若
ハ
犯

行
地
ノ
国
内
法
違
反
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
問
ハ
ズ
、
本
裁
判
所
ノ
管
轄
ニ
属
ス
ル
犯
罪
ノ
遂
行
ト
シ
テ
又
ハ
之
ニ
関
連
シ
テ
為
サ
レ
タ
ル
政
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治
的
又
ハ
人
種
的
理
由
ニ
基
ク
迫
害
行
為
。

さ
ら
に
、
条
例
五
条
二
項
で
は
、

共
同
謀
議

に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る

）
。

上
記
犯
罪
ノ
何
レ
カ
ヲ
犯
サ
ン
ト
ス
ル
共
通
ノ
計
画
又
ハ
共
同
謀
議
ノ
立
案
又
ハ
実
行
ニ
参
加
セ
ル
指
導
者
、
組
織
者
、
教
唆
者
及
ビ
共

犯
者
ハ
、
斯
カ
ル
計
画
ノ
遂
行
上
為
サ
レ
タ
ル
一
切
ノ
行
為
ニ
付
、
其
ノ
何
人
ニ
依
リ
テ
為
サ
レ
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ズ
、
責
任
ヲ
有
ス
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
構
成
要
件
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
け
る
起
訴
状
の
訴
因
は
わ
ず
か
四
項
目
│
│
す

な
わ
ち
、
①
（
侵
略
戦
争
遂
行
の
た
め
の
）
共
同
の
計
画
も
し
く
は
共
同
謀
議
へ
の
参
加
、
②
平
和
に
対
す
る
罪
、
③
戦
争
犯
罪
、

お
よ
び
、
④
人
道
に
対
す
る
罪
の
四
点
│
│
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
東
京
裁
判
に
お
け
る
起
訴
状
で
は
、

第
一
類
、
平

和
に
対
す
る
罪

（
訴
因
第
一
～
第
三
六
）、

第
二
類
、
殺
人

（
訴
因
第
三
七
～
第
五
二
）、
お
よ
び
、

第
三
類
、
通
例
の
戦
争
犯
罪

お
よ
び
人
道
に
対
す
る
罪

（
訴
因
第
五
三
～
第
五
五
）
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
五
五
項
目
も
の
訴
因
が
掲
記
さ
れ
て
い
た
。

Ⅳ

通
例
の
戦
争
犯
罪

東
京
裁
判
で
は
、
通
例
の
戦
争
犯
罪
と
し
て
は
、
重
大
な

戦
争
ノ
法
規
又
ハ
慣
例
ノ
違
反

（
五
条
一
項

b
）
が
、
す
な
わ
ち
、

当
時
の
国
際
慣
習
法
上
も
確
立
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
戦
争
の
法
規
慣
例
に
対
す
る
重
大
な
違
反
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。
東
京
条

例
に
お
け
る

戦
争
犯
罪

と
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
に
お
け
る

戦
争
犯
罪

と
の
相
違
は
、
前
者
で
は
、
後
者
と
は
異
な
り
、

具
体
的
な
個
別
の
行
為
類
型
の
詳
細
な
列
挙
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た

）
。
こ
の
点
、
あ
た
か
も
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
よ
り

も
東
京
条
例
で
は
処
罰
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
論
ず
る
者
が
一
部
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例

に
お
け
る

戦
争
犯
罪

の
規
定
も
、
そ
の
実
態
は
、
例
示
列
挙
で
あ
っ
て
限
定
列
挙
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
す
れ
ば
、

実
際
に
は
、
東
京
条
例
と
の
間
に
重
要
な
差
異
が
生
じ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
な
い

）
。
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通
例
の
戦
争
犯
罪
と
は
、
例
え
ば
、
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
（
一
九
〇
七
年
）
や
捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
条
約
（
一
九
二
九
年
）
に
基
づ
い
て
一
般
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
国
際
条
約
法
上
の
諸
規
定
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
は

こ
れ
ら
の
条
約
に
調
印
は
し
て
い
た
が
、
一
部
に
つ
い
て
は
批
准
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
諸
条
約
に
規
定
さ
れ

て
い
る
通
例
の
戦
争
犯
罪
に
対
す
る
管
轄
権
を
裁
判
所
が
有
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
当
時
か
ら
ほ
と
ん
ど
疑
問
視
さ
れ
て
は

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
種
の
戦
争
犯
罪
の
可
罰
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
当
時
の
国
際
慣
習
法
上
も
確
立
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
弁
護
側
で
さ
え
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
文
言
に
い
う

戦
争
犯
罪
人

と
は
、
こ
の
通
例
の
戦
争
犯

罪
を
行
っ
た
者
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
争
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
今
日
で
は
、
論
者
に
よ
っ
て
は
、

仮
に
東
京
裁
判
に
お
け
る
主
な
審
理
の
対
象
が
通
例
の
戦
争
犯
罪
だ
け
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
東
京
裁
判
は
法
的
に
は
ほ
と
ん
ど
問

題
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
さ
え
も
主
張
さ
れ
て
い
る

）
。

通
例
の
戦
争
犯
罪
と
の
関
連
で
、
一
部
の
論
者

）
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
部
下
の
戦
争
犯
罪
に
関
す

る
軍
指
揮
官
の

不
作
為
責
任

と
い
う
概
念
で
あ
る
。
起
訴
状
の
最
後
の
訴
因
（
訴
因
第
五
五
）
は
、
被
告
人
が
軍
指
揮
官
（
上

官
）
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
け
ば
、
部
下
に
戦
争
法
規
（
と
り
わ
け
捕
虜
と
文
民
の
保
護
）
を
遵
守
さ
せ
る
義
務
が
あ
っ

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
被
告
人
の
責
任
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た

）
。
軍

指
揮
官
（
上
官
）
の
部
下
に
対
す
る
監
督
義
務
違
反
の
可
罰
性
は
、

上
官
責
任
（Co

m
m
a
n
d
R
esp

o
n
sibility

）

と
い
う
概
念
と

し
て
形
成
さ
れ
、
い
く
つ
か
の

B
C

級
戦
犯
裁
判
に
お
い
て
も
大
き
な
争
点
と
な
っ
た

）
。
こ
の
上
官
責
任
と
い
う
概
念
は
、
自
己
の

指
揮
下
に
あ
っ
た
軍
隊
に
対
し
て
被
告
人
が
戦
争
法
規
の
違
反
を
行
う
よ
う
直
接
命
令
し
た
こ
と
を
検
察
側
が
立
証
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
被
告
人
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
論
拠
と
し
て
、
東
京
裁
判
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
を

有
し
て
い
た

）
。
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Ⅴ

人
道
に
対
す
る
罪

人
道
に
対
す
る
罪

が
法
的
拘
束
力
の
あ
る
国
際
文
書
で
初
め
て
定
義
さ
れ
た
の
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
六
条

c
で
あ
る
が
、

東
京
条
例
五
条
一
項

c
で
は
、

戦
前
又
ハ
戦
時
中
為
サ
レ
タ
ル
殺
人
、
殲
滅
、
奴
隷
的
虐
使
、
追
放
、
其
ノ
他
ノ
非
人
道
的
行
為

な
い
し

…
政
治
的
又
ハ
人
種
的
理
由
ニ
基
ク
迫
害
行
為

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
を
ほ
ん
の
僅

か
に
修
正
し
た
に
す
ぎ
な
い
規
定
で
あ
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
と
比
較
し
て
、
東
京
条
例
の
場
合
に
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
の

定
義
に
宗
教
的
理
由
に
基
づ
く
迫
害
行
為
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
相
違
点
と
し
て
は
、
あ
ま
り
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。

日
本
の
戦
争
政
策
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
動
機
は
明
ら
か
に
重
要
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
修
正
点
と
し
て
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
を
戦
闘
員
に
対
す
る
非
人
道
的
な
行
為
に
も
適
用

す
る
た
め
に
、
人
道
に
対
す
る
罪
の
定
義
か
ら

（
戦
前
又
は
戦
時
中
）
す
べ
て
の
一
般
人
民
に
対
し
て
…
（
そ
の
他
の
非
人
道
的
）

…

と
い
う
文
言
を
削
除
し
た
こ
と
で
あ
っ
た

）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
京
裁
判
に
お
け
る
人
道
に
対
す
る
罪
は
、
形
式
的
に
は
戦
闘

員
へ
の
非
人
道
的
な
行
為
に
も
適
用
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
と
東
京
条
例
と
を
比
較
し

た
場
合
、
人
道
に
対
す
る
罪
の
定
義
は
、
保
護
対
象
に
こ
そ
違
い
が
あ
る

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

一
般
人
民

）

と
い
う
保
護
対

象
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
い
う
構
成
要
件
に
と
っ
て
は
、
本
来
は
、
固
有
の
基
本
的
な
構
成
要
件
要
素
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

人
道
に
対
す
る
罪
と
い
う
概
念
自
体
、
元
々
は
、
（
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
よ
う
な
）
特
定
の
自
国
民
の
一
部
に
対
す
る
犯
罪
や
連
合
国
の

国
民
で
は
な
い
第
三
国
の
国
民
に
対
す
る
犯
罪
な
ど
、
通
例
の
戦
争
犯
罪
に
よ
っ
て
は
保
護
さ
れ
な
い
、
と
り
わ
け
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
動
機
に
基
づ
く
ナ
チ
ス
犯
罪
を
念
頭
に
構
想
さ
れ
た
犯
罪
構
成
要
件
だ
っ
た
の
で
あ
る

）
。
と
こ
ろ
が
、
人
道
に
対
す
る
罪
を
戦

闘
員
に
対
す
る
犯
罪
に
も
適
用
す
る
た
め
に
構
成
要
件
の
適
用
範
囲
を
拡
張
し
た
結
果
、
通
例
の
戦
争
犯
罪
と
の
間
の
区
別
は
困
難

に
な
っ
て
し
ま
っ
た

）
。
ま
た
、
非
戦
闘
員
（
人
民
の
一
部
）
が
通
例
の
戦
争
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
た
場
合
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
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戦
争
犯
罪
の
両
構
成
要
件
を
同
時
に
充
足
す
る
た
め
、
両
罪
を
そ
れ
ぞ
れ
に
限
界
づ
け
る
こ
と
が
よ
り
一
層
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る

）
。

さ
ら
に
、
東
京
条
例
に
お
い
て
、

本
裁
判
所
ノ
管
轄
ニ
属
ス
ル
犯
罪
ノ
遂
行
ト
シ
テ
又
ハ
之
ニ
関
連
シ
テ

（
東
京
条
例
五
条
一

項

c）
な
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
そ
の
他
の
罪
と
の
間
に

関
連
性

が
要
求
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
を
そ
の
他
の
犯
罪
と
区
別
す
る
上
で
一
層
の
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
た

）
。

こ
の
よ
う
に
、
人
道
に
対
す
る
罪
が
、
解
釈
上
あ
ま
り
明
確
で
な
く
、
し
か
も
他
の
犯
罪
構
成
要
件
と
重
複
し
て
い
た
た
め
、
人

道
に
対
す
る
罪
は
、
東
京
裁
判
に
お
い
て
は
総
じ
て
副
次
的
な
役
割
し
か
果
た
し
得
な
か
っ
た

）
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
人
道
に
対

す
る
罪
が
│
│
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
は
異
な
り
│
│
独
立
し
た
訴
因
と
し
て
で
は
な
く
、
通
例
の
戦
争
犯
罪
と
同
一
範
疇

（

第
三
類

通
例
の
戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
罪

）
の
訴
因
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
看
取
さ
れ
得
よ
う
。

加
え
て
、
本
来
な
ら
ば
、
平
和
に
対
す
る
罪
又
は
人
道
に
対
す
る
罪
も
し
く
は
通
例
の
戦
争
犯
罪
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
べ
き

殺

人
行
為

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

違
法
戦
争
に
伴
う
殺
人

と

虐
殺

に
大
別
さ
れ
て
、
別
個
の

殺
人

と
い
う
独
立
し
た
訴
因

（

第
二
類

殺
人

）
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
い
う
構
成
要
件
の
独
自
の
意
義
は
、
さ
ら
に
低
下
し
て
し

ま
っ
た

）
。
東
京
裁
判
の
場
合
、
第
三
類
の
訴
因
で
は
名
目
上
は
人
道
に
対
す
る
罪
も
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
第
三
類
の
三
つ

の
訴
因
（
訴
因
五
三
か
ら
五
五
）
に
対
し
て
は
、
こ
の
人
道
に
対
す
る
罪
の
構
成
要
件
の
み
に
関
連
す
る
よ
う
な
検
察
の
証
拠
申
請

は
な
く
、
そ
の
結
果
、
東
京
裁
判
で
人
道
に
対
す
る
罪
に
基
づ
い
て
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

）
。

ま
た
、
一
、
四
四
五
頁
に
も
及
ぶ
判
決
文
の
中
で
も
、
人
道
に
対
す
る
罪
に
関
す
る
詳
細
な
議
論
は
ど
こ
に
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
、
第
二
類
の
殺
人
に
関
し
て
も
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
な
い
と
し
て
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

）
。

東
京
裁
判
に
お
け
る
人
道
に
対
す
る
罪
の
意
義
が
日
本
で
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
時
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
の
は
、
日
本
が
行
っ
た
犯
罪
行
為
に
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
体
系
的
な
側
面
が
存
在
し
な
か
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っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

）
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
人
道
に
対
す
る
罪
を
通
例
の
戦
争
犯
罪
と
峻
別
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
し
ば
ら
く
後
に
、
東
京
裁
判
の
元
判
事
ベ
ル
ナ
ル
ト
・
レ
ー
リ
ン
ク
（

）（
オ
ラ
ン
ダ
）

が
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に

）
、
東
京
裁
判
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
日
本
の
戦
争
犯
罪
が
必
ず
し
も
十
分
に
は
考
慮
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
見
解
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

）
。
す
な
わ
ち
、
東
京
裁
判
が
取
組
ん
だ
の
は
、
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
残
虐
行
為
よ
り

も

白
色
人
種

に
対
す
る
残
虐
行
為
の
方
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

）
。
当
初
の
ア
メ
リ
カ
の
起
訴
状
草
案
で
は
、
朝
鮮
が
人
道

に
対
す
る
罪
の
犠
牲
国
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
朝
鮮
半
島
は
終
戦
ま
で
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
た
め
、
朝
鮮
半
島
の
住
民
も

戦
前
は
日
本
臣
民
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
起
訴
状
の
最
終
版
で
は
、
朝
鮮
は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
東
京
裁
判
の
判
事
出
身
国
の
中
に
は
、
植
民
地
列
強
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
自
国
の
植
民
地
支
配
の
問
題
を

テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
当
初
の
ア
メ
リ
カ
草
案
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
、
と
解
す
る
説
も
存
在
し
て
い
る

）
。
こ
の

点
、
法
技
術
的
に
も
法
政
策
的
に
も
│
│
ア
ジ
ア
的
な
視
点
を
重
視
し
て
│
│
南
京
大
虐
殺
の
よ
う
な
一
般
住
民
の
大
量
殺
人
に
対

し
て
、
（
通
例
の
）
戦
争
犯
罪
と
い
う
構
成
要
件
だ
け
で
は
な
く
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
い
う
構
成
要
件
を
適
用
す
る
こ
と
が
有
意

義
だ
っ
た
と
解
す
る
余
地
も
あ
り
え
よ
う

）
。

人
道
に
対
す
る
罪
を
理
由
と
し
て
は
一
人
も
有
罪
と
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
で
は
総
じ
て
、
東
京
裁
判
に
お
け
る
こ
の
犯
罪

構
成
要
件
に
関
し
て
は
、
法
学
的
な
観
点
か
ら
は
殆
ど
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
国
際
人
道
法
の
進
展
に
伴
っ
て
、
こ
の
犯
罪
か
ら
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
が
派
生
す
る
こ
と
と
な
る
な

ど
、
人
道
に
対
す
る
罪
は
、
以
下
で
述
べ
る
平
和
に
対
す
る
罪
と
は
異
な
り
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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Ⅵ

平
和
に
対
す
る
罪

東
京
条
例
五
条
一
項

a
で
は
、

平
和
に
対
す
る
罪

が
、

宣
戦
ヲ
布
告
セ
ル
又
ハ
布
告
セ
ザ
ル
侵
略
戦
争
、
若
ハ
国
際
法
、
条

約
、
協
定
又
ハ
誓
約
ニ
違
反
セ
ル
戦
争
ノ
計
画
、
準
備
、
開
始
、
又
ハ
遂
行
、
若
ハ
右
諸
行
為
ノ
何
レ
カ
ヲ
達
成
ス
ル
為
メ
ノ
共
通

ノ
計
画
又
ハ
共
同
謀
議
ヘ
ノ
参
加

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
犯
罪
構
成
要
件
は
、

侵
略
戦
争

と
い
う
概
念
を
法
的
に
定
義
す
る
こ
と
の
難
し
さ
│
│
こ
の
概
念
は
今
日
の

I
C
C

規

程
に
至
る
ま
で
未
だ
に
実
効
性
の
あ
る
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
│
│
と
も
相
俟
っ
て
、
侵
略
戦
争
に
お
け
る
個
人
責
任
と
共
に
、

起
訴
の
中
核
を
な
し
た
法
概
念
と
し
て
、
ま
た
、
最
も
議
論
さ
れ
、
か
つ
、
最
も
重
要
な
構
成
要
件
と
し
て
、
東
京
裁
判
の
最
大
の

論
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
二
名
（
松
井
・
重
光
）
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
被
告
人
が
平
和
に
対
す
る
罪
へ
の
共
同
謀
議

に
つ
き
有
罪
で
あ
る
と
さ
れ
、
三
名
（
松
井
・
大
島
・
白
鳥
）
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
被
告
人
が
侵
略
戦
争
の
遂
行
に
関
与
し
た
と

し
て
有
罪
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
は
、
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
（

β

）
だ
け

が
、
唯
一
、
侵
略
戦
争
の
み
を
理
由
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
は
、
（
二
二
人
中
）
八
人
の
被
告
人
が
、

侵
略
戦
争
の
共
同
謀
議
を
理
由
と
し
て

）
、
ま
た
被
告
人
の
半
数
が
、
侵
略
戦
争
の
遂
行
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
有

罪
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
被
告
人
は
│
│
ヘ
ス
を
除
い
て
│
│
全
員
が
同
時
に
他
の
訴
因
を
も
理
由
と
し
て
、
と
り
わ

け
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
対
す
る
罪
を
理
由
と
し
て
、
有
罪
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

東
京
裁
判
の
判
決
文
で
最
も
力
が
そ
そ
が
れ
た
の
も
、
平
和
に
対
す
る
罪
と
侵
略
戦
争
の
共
同
謀
議
に
関
す
る
部
分
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
東
京
裁
判
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
は
非
常
に
対
照
的
な
審
理
の
順
序
を
辿
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
政
策
が
概
括
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
個
々
人
が

関
与
し
て
い
た
事
実
の
認
定
と
そ
の
個
人
責
任
が
、
当
初
か
ら
審
理
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
東
京
裁
判
に
お
け
る
検
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察
の
立
証
方
針
は
、
ま
ず
、
最
初
に
、
侵
略
戦
争
へ
と
逢
着
し
た
日
本
の
国
家
と
し
て
の
政
策
の
証
明
へ
と
集
中
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
後
に
、
よ
う
や
く
被
告
人
の
個
々
人
の
関
与
と
そ
の
責
任
に
つ
い
て
の
審
理
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

）
。
も
ち
ろ
ん
、

公
判
の
大
部
分
は
平
和
に
対
す
る
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

東
京
条
例
に
お
け
る
平
和
に
対
す
る
罪
の
定
義
で
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
の
定
義
と
は
異
な
り
、
侵
略
戦
争
と
い
う
文
言
の

前
に

宣
戦
ヲ
布
告
セ
ル
又
ハ
布
告
セ
ザ
ル
（
侵
略
戦
争
、
…
又
ハ
遂
行
）

と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
（
と
り
わ
け
中
国
に
お
い
て
）
日
本
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
軍
事
的
行
為
お
よ
び
戦
争
の
一
部
が
、
数

年
に
わ
た
っ
て
関
係
当
事
国
に
対
す
る
正
式
な
宣
戦
布
告
な
し
に
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
に
起
因
し
て
い
る

）
。
す
な
わ
ち
、
平
和
に

対
す
る
罪
が
こ
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
の
は
、
平
和
に
対
す
る
罪
を
宣
戦
布
告
の
な
い
こ
の
種
の
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
た
め
で
あ

っ
た
の
で
あ
る

）
。

日
本
の
弁
護
側
は
、
初
め
か
ら
、
裁
判
所
の
管
轄
権
、
と
り
わ
け

平
和
に
対
す
る
罪

に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
争
う
姿
勢
を
示

し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
四
つ
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
。

⒜

連
合
国
に
は

平
和
に
対
す
る
罪

を
審
理
す
る
権
限
が
な
い
。

⒝

侵
略
戦
争
は
、
国
際
法
上
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
可
罰
的
で
は
な
い
。
パ
リ
不
戦
条
約
（
一
九
二
八
年
）
は
確
か
に
国
策
の
手
段
と
し

て
の
戦
争
を
禁
じ
て
は
い
る
が
、
戦
争
犯
罪
の
概
念
を
拡
大
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
戦
争
そ
れ
自
体
は
犯
罪
を
構
成
し
な
い
。

⒞

国
際
法
に
お
い
て
は
、
戦
争
は
国
家
無
問
責）
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
、
個
人
責
任
と
い
う
意
味
で
の
刑
事
責

任
は
そ
も
そ
も
問
い
得
な
い
。

⒟

東
京
条
例
の
規
定
は
事
後
法
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
遡
及
処
罰
の
禁
止
に
、
す
な
わ
ち
、
法
の
一
般
原
則
で
あ
る

罪
刑
法
定
主
義

（

）

に
違
反
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
東
京
条
例
の
規
定
を
被
告
人
に
適
用
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い）
。
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裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
を
、

条
例
の
法
は
、
本
裁
判
所
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る

こ

と
、
お
よ
び
、
降
伏
文
書
を
通
じ
て
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
却
下
し
た
。

In
o
u
r
o
pinio

n
th

e
la

w
of

th
e
C
h
arter

is
d
ecisiv

e
a
n
d
bin

din
g
o
n
th

e
T
rib

u
n
al.

T
his

is
a
sp

ecial
T
rib

u
n
al

set
u
p

b
y
th

e
S
u
pre

m
e
C
o
m
m
a
n
d
er

u
n
d
er

a
uth

ority
co

nferre
d
o
n
hi

m
b
y
th

e
A
llie

d
P
o
w
ers.

It
d
eriv

es
its

ju
risdictio

n

fro
m
th

e
C
h
arter.

In
this

trial
its

m
e
m
b
ers

h
a
v
e
n
o
ju
risdictio

n
e
x
ce

pt
s
u
c
h
as

is
to

b
e
fo
u
n
d
in

th
e
C
h
arter.(...)

In
th

e
res

ult,
th

e
m
e
m
b
ers

of
th

e
trib

u
n
al,

b
ein

g
oth

er
w
ise

w
h
olly

w
ith

o
ut

p
o
w
er

in
resp

ect
to

th
e
trial

of
th

e

acc
u
se
d,

h
a
v
e
b
e
e
n
e
m
p
o
w
ere

d
b
y
th

e
d
oc

u
m
e
nts,

w
hic

h
co

n
stitute

d
th

e
trib

u
n
al

a
n
d
a
p
p
ointe

d
th

e
m
as

m
e
m‑

b
ers,

to
tr
y
th

e
acc

u
se
d
b
ut

s
u
bject

al
w
a
y
s
to

th
e
d
uty

a
n
d
resp

o
n
sibility

of
a
p
plyin

g
to

th
e
trial

th
e
la

w
set

forth
in

th
e
C
h
arter.

〔
わ
れ
〳
〵
の
意
見
で
は
、
裁

所
條
例
の
法
は
、
本
裁

所
に
と
つ
て
決
定
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
拘
束
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
裁

所
は
、
最
高
司
令
官
が
連
合
國
か
ら
與
え
ら
れ
た
権
能
に
基
い
て
設
置
し
た
特
別
な
裁

所
で
あ
る
。
そ
の
管
轄
権
の

根
拠
は
裁

所
條
例
に
あ
る
。
こ
の
裁

で
は
、
裁

所
條
例
の
中
に
あ
る
も
の
を
除
い
て
は
、
裁

官
は
ど
の
よ
う
な
管
轄
権
も
も
つ
て

い
な
い
。
…
…
そ
の
結
果
と
し
て
、
も
し
右
の
よ
う
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
本
裁

所
の
裁

官
は
、
被
告
の
裁

に
関
し
て
、
ま
つ
た
く

権
限
を
も
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
裁

所
を
構
成
し
、
か
れ
ら
を
裁

官
と
し
て
任
命
し
た
文
書
に
よ
つ
て
、
被
告
を
裁

す
る
権

限
を
與
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
裁

所
條
例
に
定
め
ら
れ
た
法
を
裁

に
適
用
す
る
と
い
う
義
務
と
責
任

の
下
に
常
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。〕）

裁
判
所
は
、
最
終
的
に
裁
判
所
自
身
が
東
京
条
例
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
看
做
し
た
の
で
、
弁
護
側
の
抗
弁
を
上
述
の
よ

う
な
形
式
的
な
理
由
に
基
づ
い
て
却
下
し
、
弁
護
側
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
実
質
的
な
法
律
問
題
に
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た

）
。
裁
判

所
は
、

こ
れ
に
関
連
す
る
法
の
諸
問
題
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
パ
リ
不
戦
条
約
、
国
際
法
上
の
個
人
の
可
罰
性

お
よ
び
罪
刑
法
定
主
義
原
則
に
つ
い
て
、
（
一
九
四
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
）
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
判
決
の
立
論
を
広
く
引
用
し
て
、

そ
の
議
論
を

踏
襲

し
な
が
ら
そ
れ
に

同
意

す
る
も
の
と
し
た

）
。
裁
判
所
が
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
判
決
に
こ
こ
ま
で
極
端
な
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全
面
的
依
拠
を
行
っ
た
理
由
と
し
て
、
裁
判
所
自
身
は
、
同
一
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
新
規
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
に
一
つ

も
そ
の
解
釈
に
差
異
が
生
じ
た
場
合
、
新
た
な
論
争
の
火
種
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る

）
。

弁
護
側
が
公
判
開
始
直
後
に
管
轄
権
に
関
す
る
動
議
を
提
出
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
、
自
己
の
管
轄
権
や
適
用
さ

れ
る
べ
き
実
体
法
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
独
自
の
主
体
的
な
判
断
を
敢
え
て
回
避
し
た
こ
と
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
東
京
裁
判
に

対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
と
る
者
に
対
し
て
格
好
の
批
判
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た

）
。

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
論
点
と
し
て
、
日
本
が
降
伏
文
書
を
通
じ
て
受
諾

し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
法
的
意
義
に
関
し
て
独
自
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
無
条
件
降

伏
を
通
じ
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
時
点
で
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
内
容
に
も
同
意
し
た
と
い
う
の
で
あ
る

）
。
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
一
〇
条
一
文
前
段
で
は
、

…
吾
等
ノ
俘
虜
ヲ
虐
待
セ
ル
者
ヲ
含
ム
一
切
ノ
戦
争
犯
罪
人
ニ
対
シ
テ
ハ
厳
重
ナ
ル
処
罰
〔
裁
判
〕

ヲ
加
エ
ラ
ル
ベ
シ

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
が
降
伏
文
書
を
通
じ
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
は
、

連
合
国
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
犯
罪
構
成
要
件
と
そ
れ
に
関
す
る
個
人
責
任
も
同
時
に
承
認
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
構
成
要
件
は
す
で
に
そ
の
当
時
に
は
確
立
し
て
い
た
国
際
慣
習
法
を
単
に
条
文
化
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
と

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

）
。

日
本
の
弁
護
側
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
い
う
戦
争
犯
罪
と
は
、
同
宣
言
公
布
時
の
国
際
法
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
た
通
例
の
戦

争
犯
罪
の
こ
と
だ
け
を
い
う
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
異
議
を
申
し
立
て
た

）
。
日
本
は
、
そ
の
よ
う
な
前
提
で
の
み
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
の
条
件
に
従
っ
て
降
伏
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
デ
ベ
ラ
チ
オ

）
の
意
味
で
全
占
領
地
域
に
わ
た
る
連
合
国
の

完
全
な
支
配
権
に
基
づ
い
て
無
条
件
降
伏
を
し
た
ド
イ
ツ
と
は
法
的
に
根
本
的
に
異
な
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
と
反
論
し
た
の
で

あ
る

）
。

日
本
は
、
ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
軍
事
的
に
は
部
分
的
に
か
つ
降
伏
後
に
初
め
て
占
領
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
で
は
、
国
際
法
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主
体
と
し
て
の
日
本
国
家
の
消
滅
又
は
継
続
性
に
関
す
る
議
論
が
特
に
改
ま
っ
て
喚
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
一
般

的
に
は
、
日
本
の
国
際
法
主
体
と
し
て
の
継
続
性
は
、
日
本
側
か
ら
も
、
そ
し
て
連
合
国
側
か
ら
も
、
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
種
の
国
際
法
上
の
義
務
を
日
本
が
履
行
す
る
上
で
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

）
。

こ
の
点
、
法
学
上
の
議
論
は
、
主
と
し
て
、
侵
略
戦
争
の
違
法
性
と
そ
れ
に
関
連
し
た
個
人
の
刑
事
責
任
が
、
国
際
法
の
一
部
と

し
て
確
立
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
全
般
的
に
言
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
広
く
ド
イ
ツ
に

お
け
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
関
す
る
議
論
と
類
似
の
論
争
が
見
ら
れ
た

）
。
日
本
で
は
、
大
方
の
見
立
て
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

平
和
に
対
す
る
罪

と
い
う

新
規
の
犯
罪
構
成
要
件

は
罪
刑
法
定
主
義
か
ら
派
生
す
る
遡
及
処
罰
の
禁
止
と
い
う
原
則
に
反

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
日
本
が
調
印
し
た
（
し
か
し
批
准
は
し
て
い
な
い
）
パ
リ
不
戦
条
約
（
一
九

二
八
年
）
は
、
単
に
国
家
間
の
次
元
に
お
け
る
政
策
手
段
と
し
て
の
侵
略
戦
争
を
禁
止
し
て
い
た
の
に
す
ぎ
ず
、
と
り
わ
け
、
こ
の

条
約
の
成
立
時
に
お
い
て
は
、
個
人
の
国
際
法
上
の
主
体
性
は
一
般
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
条
約

を
根
拠
と
し
て
個
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

）
。
そ
う
し
て
、
連
合
国
は
、
こ
の
よ
う
な

平
和
に
対
す
る

罪

と
い
う
犯
罪
構
成
要
件
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
国
際
慣
習
法
の
成
立
過
程
と
は
異
な
る
形
で
、
ま
ず
、
最

初
に
、
新
た
な
法
的
確
信
（

）
を
作
出
し
、
そ
の
後
の
国
家
実
行
を
形
成
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
の
批
判
も
な

さ
れ
て
い
る

）
。

当
時
の
日
本
に
お
け
る
英
米
法
の
大
家
の
一
人
、
高
柳
賢
三
は
、
東
京
裁
判
弁
護
団
の
一
員
で
あ
っ
た
。
高
柳
は
、
罪
刑
法
定
主

義
の
問
題
に
関
し
て
、
英
米
法
で
は
判
例
や
先
例
な
ど
の
不
文
法
に
依
拠
し
て
処
罰
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お

そ
ら
く
は
充
分
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が

）
、
敢
え
て
そ
の
点
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
連
合
国
を
批
判
し
た

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
柳
に
よ
れ
ば
、
首
席
検
察
官
キ
ー
ナ
ン
が
平
和
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
個
人
を
処
罰
す
る
た
め
に
用

い
た
論
法
（

文
明
ノ
必
要
ニ
基
ク
所
産
ニ
シ
テ
且
ツ
一
般
的
良
心
ノ
明
白
ナ
ル
表
現
タ
ル
原
則
ヲ
法
ト
シ
テ
認
メ
ル
コ
ト

）
）
は
、
連
合
国
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が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
い
て
弾
劾
し
て
い
た
ナ
チ
ス
の
法
理
│
│
ナ
チ
ス
は

健
全
な
国
民
感
情

と
い
う
き
わ
め
て
不
明

確
な
概
念
に
基
づ
い
て
罪
刑
法
定
主
義
を
骨
抜
き
に
し
て
、
い
わ
ば

司
法
殺
人

と
で
も
い
う
べ
き
極
悪
非
道
な
裁
判
さ
え
も
行

っ
て
い
た
│
│
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

）
。

東
京
裁
判
の
審
理
中
な
い
し
終
戦
直
後
に
は
、

平
和
に
対
す
る
罪

に
基
づ
い
た
訴
追
・
処
罰
の
必
要
性
を
揚
言
な
い
し
唱
道

し
、
又
は
東
京
裁
判
に
よ
る
訴
追
・
処
罰
を
支
持
な
い
し
擁
護
す
る
声
は
日
本
の
法
学
界
に
お
い
て
も
決
し
て
幻
聴
に
過
ぎ
な
い
も

の
で
は
な
か
っ
た

）
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
法
学
界
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
何
十
年
も
沈
黙
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
）。

Ⅶ

む
す
び
に
か
え
て

二
〇
〇
八
年
は
、
東
京
裁
判
結
審
六
〇
周
年
に
し
て
、

I
C
C

規
程
採
択
一
〇
周
年
の
年
に
当
た
る
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き

年
に
、
国
際
刑
法
と
い
う
分
野
に
関
し
て
は
、
日
本
で
も
、
東
京
裁
判
終
結
以
来
の

国
際
刑
法
ル
ネ
サ
ン
ス

を
迎
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
東
京
裁
判
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
二
番
煎
じ
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
独
自
の
法
的
意
義
に
関
し

て
は
没
却
さ
れ
て
き
た
憾
み
が
あ
る

）
。
こ
の
点
、
従
来
は
国
際
刑
法
の
存
在
そ
れ
自
体
を
疑
問
視
す
る
見
解
さ
え
も
顕
著
で
あ
っ
た

が
、
日
本
の

I
C
C

加
入
に
伴
っ
て
、
今
ま
で
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
│
│
日
本
は
長
い
間
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
担
保
法
を

制
定
せ
ず

）
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
も
加
入
せ
ず
、
ま
た

I
C
C

規
程
の
加
入
に
際
し
て
も
未
だ
に
中
核
犯
罪
の
実
体
法
上
の
手
当

て
を
特
に
行
っ
て
い
な
い

）
│
│
国
際
刑
法
上
の
犯
罪
構
成
要
件
が
さ
も
当
た
り
前
に
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
日
本
で
も
論
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

）
の
は
、
刮
目
に
値
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
が
東
京
裁
判
を
自
国
に
対
す
る
単
な
る

勝
者
の
裁
き

と
し
て
の
み
看
做
す
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
近
代
的
国
際
刑
法
の
出
生
に
立
ち
会
っ
た
当
事
国
で
あ
る
こ
と
も
認
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識
す
る
と
き
、
こ
の

I
C
C

規
程
の
対
象
犯
罪
の
濫
觴
と
も
い
う
べ
き
犯
罪
構
成
要
件
は
今
ひ
と
た
び
の
脚
光
を
浴
び
て
し
か
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
わ
ず
か
に
初
期
国
際
刑
法
史
の
一
断
面
に
つ
い
て
若
干
の
紹
介
し
か
で
き
な
か
っ
た
点
が
悔
や
ま
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
学
界
が
東
京
裁
判
に
対
す
る
沈
黙
を
打
破
し
、
自
国
の
こ
の
種
の

法
制
史

に
対
す
る
洞
察
を
新
た
に
す
る

こ
と
は
、
日
本
が

I
C
C

締
約
国
と
し
て
の
発
言
力
を
積
極
的
に
増
し
て
い
く
上
で
は
必
要
不
可
欠
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

（
1
）

粟
屋
憲
太
郎

東
京
裁
判
と
は
何
だ
っ
た
の
か

朝
日
新
聞
東
京
裁
判
記
者
団
〔
編
〕

東
京
裁
判
（
上
）

朝
日
新
聞
社
（
一
九
九

五
年
）
所
収
四
、
八
頁
参
照
。
な
お
、
藤
田
久
一

戦
争
犯
罪
と
は
何
か

岩
波
書
店
（
一
九
九
五
年
）
七
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
2
）

一
九
四
六
年
一
月
一
九
日
付
の

S
p
ecial

P
rocla

m
atio

n(
b
y
th

e
S
u
pre

m
e
C
o
m
m
a
n
d
er

for
th

e
A
llie

d
P
o
w
ers)

‐
E
sta

blis
h
m
e
nt

of
a
n
Inter

n
atio

n
al

M
ilitar

y
T
rib

u
n
al

for
th

e
F
ar

E
ast

。

(
e
ds.),

T
h
e
T
o
k
y
o
W
ar

C
ri
m
es

T
rial:

T
h
e
C
o
m
plete

T
ra

n
scriptio

n
of

th
e
P
rocee

din
g
s
of

th
e
Inter

n
atio

n
al

M
ili‑

tar
y

T
rib

u
n
al

for
th

e
F
ar

E
ast

in
T
w
e
nty‐

t
w
o
V
olu

m
es(

A
n
n
otate

d,
co

m
pile

d
a
n
d
e
dite

d
b
y
R.

J.
P
ritc

h
ard

a
n
d
S.

M.
Z
aid

e),
N
e
w

Y
or

k1
9
8
1,

V
ol.
1:

P
re‐

T
rial

D
oc

u
m
e
nts

お
よ
び

(
e
d.),

T
h
e
T
o
k
y
o

M
a‑

jor
W
ar

C
ri
m
es

T
rial:

T
h
e
R
ecords

of
th

e
Inter

n
atio

n
al

M
ilitar

y
T
rib

u
n
al

for
th

e
F
ar

E
ast

w
ith

a
n
A
uth

orita‑
tiv

e
C
o
m
m
e
ntar

y
a
n
d
C
o
m
pre

h
e
n
siv

e
G
uid

e:
A
C
ollectio

n
in1

24
V
olu

m
es(

A
n
n
otate

d,
co

m
pile

d
a
n
d
e
dite

d
b
y

R.
J.

P
ritc

h
ard),

N
e
w

Y
or

k1
9
9
8

et
se
q.,

V
ol.
2:

T
h
e
P
rocla

m
atio

n
of

th
e
T
rib

u
n
al

並
び
に

(
e
ds.),

D
oc

u
m
e
nts

o
n
th

e
T
o
k
y
o
Inter

n
atio

n
al

M
ilitar

y
T
rib

u
n
al:

C
h
arter,

In
dict

m
e
nt

a
n
d
J
u
d
g
m
e
nts,

O
xford2

0
0
8,

p.
5

所
収
。
さ
ら
に
、

,
A

D
raft

Inter
n
atio

n
al

C
o
d
e
a
n
d
D
raft

Statute
for

a
n
Inter

n
a‑

tio
n
al

C
ri
m
in
al

T
rib

u
n
al,

D
ordrec

ht1
9
8
7,

p
p.
60
4

et
se
q.

お
よ
び
東
京
裁
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
〔
編
〕

東
京
裁

判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

青
木
書
店
（
一
九
八
九
年
）
一
二
頁
参
照
。

（
3
）

特
別
宣
言
第
一
条
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
と
は
異
な
り
、
犯
罪
性
あ
る
組
織
へ
の
所
属
を
理
由
と
す
る
可
罰
性
に
つ
い

て
は
、
東
京
条
例
に
は
何
ら
の
規
定
も
置
か
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
特
別
宣
言
に
関
し
て
は
、
英
文
、
和
文
共
に
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
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法
制
調
査
部
〔
編
〕

戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
法
令
集

第
一
巻

（
一
九
六
三
年
）
三
五
│
三
八
頁
に
掲
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）

,
T
h
e
T
o
k
y
o
T
rial

a
n
d
B
e
y
o
n
d:

R
eflectio

n
s
of

a
P
e
ace

m
o
n
g
er,

O
xford1

9
93,

p.
3

参
照
。

（
5
）

住
谷
雄
幸

勝
者
の
裁
き

論
再
考

ア
ジ
ア
に
対
す
る
日
本
の
戦
争
責
任
を
問
う
民
衆
法
廷
準
備
会
〔
編
〕

問
い
直
す
東
京
裁

判

緑
風
出
版
（
一
九
九
五
年
）
所
収
六
一
頁
参
照
。

（
6
）

ロ
ン
ド
ン
協
定
は
、
附
属
書
と
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
を
含
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

,
D
as

V
er

m
a
¨
c
htnis

v
o
n

N
u
¨

r
n
b
er
g:

ein
e

historisc
h
e

B
e
w
ertu

n
g
50

Ja
h
re

d
a
n
ac

h,
in:

(
H
rs
g.),

Strafg
eric

hte
g
e
g
e
n

M
e
n
sc
h
h
eitsv

erbrec
h
e
n:

z
u
m

V
o
¨
lk

erstrafrec
ht5

0
Ja

h
re

n
ac

h
d
e
n

N
u
¨

r
n
b
er
g
er

P
rozesse

n,
H
a
m
b
u
r
g1
9
95,

S.
1
9

参
照
。

（
7
）

,
a.

a.
O.
(

A
n
m.
6),

S.
2
0

参
照
。

（
8
）

東
京
裁
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
〔
編
〕（
前
掲
註（
2
））
一
二
│
一
三
頁
、

(
A
n
m.
6),

S.
1
5,

,
G
esc

hic
hte

d
er

v
o
¨
lk

errec
htlic

h
e
n

Strafg
eric

htsb
ar
k
eit

i
m
2
0.

Ja
h
r
h
u
n
d
ert:

U
nter

b
eso

n
d
erer

B
er
u
¨

c
k
sic

htig
u
n
g
d
er

v
o
¨
lk

errec
htlic

h
e
n
Straftatb

esta
¨

n
d
e
u
n
d
d
er

B
e
m
u
¨

h
u
n
g
e
n
u
m
ein

e
n
Sta
¨

n
dig

e
n
Inter

n
a‑

tio
n
ale

n
Strafg

eric
hts

h
of,

B
a
d
e
n‐

B
a
d
e
n19

99,
S.
10
5

参
照
。

（
9
）

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdic‑

tio
n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p
p.
4
8
4
39
‐
48
4
4
1

参
照
。

（
10
）

特
別
宣
言

第
七
段
。

（
11
）

清
瀬
一
郎

秘
録
東
京
裁
判

中
央
公
論
社
（
一
九
八
六
年
）
五
三
頁
以
下
（
初
出
・
読
売
新
聞
社
〔
一
九
六
七
年
〕）
参
照
。
ア

ァ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
も
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
設
立
方
式
を

形
式
的
に
見
て
国
際
法
違
反

と
評
す
る
。

,
a.

a.
O.
(

A
n
m.

8),
S.
10
5,

F
n.
12

u.
13

参
照
。

（
12
）

詳
し
く
は

,
D
er

T
o
kioter

K
rie

g
sv

erbrec
h
erprozeß

u
n
d
die

ja
p
a
nisc

h
e

R
ec

hts
w
isse

n
sc
h
aft,

B
erlin2

00
3,

S.
1
1
5

ff.

（
13
）

こ
の

共
同
謀
議

に
関
す
る
規
定
は
、
当
初
（
一
九
四
六
年
一
月
一
九
日
の
最
初
の
条
例
の
規
定
振
り
で
）
は
、
東
京
条
例
五
条

一
項

cの
第
二
文
と
し
て
、
人
道
に
対
す
る
罪
の
構
成
要
件
に
接
続
し
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
四
月
二
六
日
の
条
例
改
訂
に
よ
っ
て
先
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行
す
る
平
和
に
対
す
る
罪
の
構
成
要
件
定
義
の
規
定
と
本
文
の
よ
う
な
形
で

五
条
二
項

と
し
て
文
面
上
明
確
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
14
）

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
条
例
六
条

bは
、
戦
争
犯
罪
の
個
別
的
行
為
を
以
下
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。

か
か
る
侵
犯
は
、
占
領
地
所

属
の
若
し
く
は
占
領
地
内
一
般
人
民
の
謀
殺
、
虐
待
、
若
し
く
は
奴
隷
労
働
、
若
し
く
は
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
の
強
制
移
送
、
捕
虜
若

し
く
は
海
上
人
員
の
謀
殺
、
虐
待
、
人
質
の
殺
害
、
公
私
財
産
の
略
奪
、
都
市
町
村
の
恣
の
破
壊
、
若
し
く
は
、
軍
事
的
必
要
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
な
い
荒
廃
化
を
包
含
す
る
が
こ
れ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

。
な
お
、
内
山
正
熊

ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
の
再
検
討

法
学
研
究
六
二
巻
一
二
号
（
一
九
八
九
年
）
三
六
八
頁
も
参
照
。

（
15
）

ア
ァ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
東
京
条
例
の
公
布
時
点
で
そ
の
審
理
が
既
に
二
カ
月
続
い
て
い
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
は
、

人
に
対

す
る
戦
争
犯
罪

を

人
道
に
対
す
る
罪

の
特
別
類
型
と
し
て
把
握
し
直
そ
う
と
す
る
見
解
が
一
部
で
見
受
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
、
東
京
条
例
の
起
草
者
た
ち
は
五
条
一
項

bに
あ
っ
て
は

二
重
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

を
回
避

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

,
a.

a.
O.
(

A
n
m.
8),

S.
1
0
7

参
照
。
ま
た
、

‑
T
h
e
C
h
arter

a
n
d
J
u
d
g
m
e
nt

of
th

e
N
u
¨

r
n
b
er
g
T
rib

u
n
al:

H
is‑

tor
y
a
n
d
A
n
aly

sis.
M
e
m
ora

n
d
u
m
s
u
b
m
itte

d
b
y
th

e
S
ecretar

y‐
G
e
n
eral,

N
e
w

Y
or

k1
9
4
9,

p.
8
1

も
参
照
。

（
16
）

清
瀬
・
前
掲
註
（
11
）
五
三
│
五
四
頁
、
住
谷
・
前
掲
註（
5
）五
四
頁
、
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
17
）

例
え
ば
、
多
谷
千
香
子

戦
争
犯
罪
と
法

岩
波
書
店
（
二
〇
〇
六
年
）
八
頁
参
照
。

（
18
）

n
ote4,

p.
47

で
は
、

N
e
g
ativ

e
C
ri
m
in
ality"

と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）

例
え
ば
、
マ
ニ
ラ
で
行
わ
れ
た
米
軍
法
会
議
で
の
陸
軍
大
将
山
下
奉
文
に
対
す
る
裁
判
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
多
谷
（
前
掲
註

（
17
））
一
一
五
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
20
）

内
山
・
前
掲
註（
14
）三
五
四
頁
、

n
ote4,

p.
47

、
多
谷
・
前
掲
註（
17
）八
頁
参
照
。

（
21
）

か
か
る
削
除
は
、

違
法

な
戦
争
に
お
け
る
殺
害
行
為
（
敵
国
兵
士
殺
人
）
を
理
由
と
し
て
被
告
人
を
訴
追
す
る
可
能
性
を
作
出

し
よ
う
と
し
た
首
席
検
察
官
キ
ー
ナ
ン
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
一
九
四
六
年
四
月
二
六
日
の
東
京
条
例
の
改
定
版
に
お
い
て
初
め
て
行
わ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
東
京
裁
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
〔
編
〕（
前
掲
註（
2
））
一
三
頁
な
ら
び
に

‑
n
ote4,

p.
57

参
照
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
裁
判
所
は
殺
人
を
理
由
と
す
る
訴
因
を
す
べ
て
除
外
し
て
い
る
。
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（
22
）

,
a.

a.
O.
(

A
n
m.
8),

S.
10
8

参
照
。

（
23
）

原
語
は

a
n
y
civilia

n
p
o
p
ulatio

n"

で
あ
る
が
、
現
在
の

人
道
に
対
す
る
罪

を
規
定
し
て
い
る

I
C
C規
程
七
条
一
項
な

ど
で
は
、

文
民
た
る
住
民

と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）

岡
田
泉

人
道
に
対
す
る
罪

処
罰
の
今
日
的
展
開
│
│
国
内
立
法
及
び
国
内
裁
判
に
着
目
し
て
│
│

世
界
法
年
報
一
五
巻

（
一
九
九
五
年
）
五
一
頁
参
照
。
こ
れ
は

人
道
に
対
す
る
罪

の
成
立
史
に
由
来
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
こ
の
表
現
は
ト
ル
コ
に
よ
る

（
ト
ル
コ
国
籍
を
有
す
る
）
ア
ル
メ
ニ
ア
人
大
量
虐
殺
に
関
連
し
た
一
九
一
五
年
の
仏
英
露
宣
言
に
お
い
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
藤
田
（
前
掲
註（
1
））
一
〇
八
頁
、
一
二
二
頁
も
参
照
。

（
25
）

岡
田
（
前
掲
註（
24
））
五
一
│
五
二
頁
参
照
。
東
京
裁
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
〔
編
〕（
前
掲
註（
2
））
三
六
頁
も
参
照
。

（
26
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
奥
原
敏
雄

現
代
国
際
法
に
お
け
る
人
道
に
対
す
る
罪

国
士
舘
大
学
政
経
論
叢
一
五
号
（
一
九
七
一
年
）
五

五
頁
を
参
照
。

（
27
）

東
京
裁
判
の
オ
ラ
ン
ダ
代
表
判
事
レ
ー
リ
ン
ク
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
に
お
け
る

関
連
性

と
い
う
要
件
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
、

種
々
雑
多
な
解
釈
へ
と
導
く
、
起
草
が
拙
劣
な
条
文
（b

a
dly

drafte
d
article,

w
hic

h
h
as

le
d
to

v
ario

u
s
differe

nt
inter‑

pretatio
n
s

）
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

n
ote4,

p.
5
5

参
照
。
し
か
し
、
彼
は
、
こ
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

構
成
要
件
自
体
の
射
程
範
囲
な
い
し
適
用
可
能
性
（sco

p
e
of

th
e
cri

m
e

）
の
制
約
で
は
な
く
、
こ
れ
に
関
す
る
極
東
国
際
軍
事
裁

判
所
の
管
轄
権
（sco
p
e
of

o
u
r
ju
risdictio

n
）
の
制
限
の
み
を
見
出
し
て
い
る
。,

p.
56

参
照
。
人
道
に
対
す
る
罪
に
お
け
る

こ
の
構
成
要
件
連
関
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
奥
原
（
前
掲
註（
26
））
五
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
28
）

n
ote4,

p.
5
5
(

T
h
e
w
h
ole

co
n
ce

pt
of

cri
m
es

a
g
ain

st
h
u
m
a
nity

pla
y
e
d
a
m
in
or

role
in

T
o
k
y
o.

）
参
照
。

（
29
）

こ
れ
に
つ
き
、
奥
原
（
前
掲
註（
26
））
五
五
頁
参
照
。

（
30
）

粟
屋
憲
太
郎

東
京
裁
判
に
み
る
戦
後
処
理

粟
屋
憲
太
郎
=
田
中
宏
=
三
島
憲
一
=
広
渡
清
吾
=
望
田
幸
男
=
山
口
定

戦
争
責

任
・
戦
後
責
任
│
│
日
本
と
ド
イ
ツ
は
ど
う
違
う
か

朝
日
選
書
（
一
九
九
四
年
）
所
収
八
六
頁
、
内
山
・
前
掲
註（
14
）三
五
五
頁
、
奥

原
敏
雄

国
際
連
合
と
戦
争
犯
罪

神
谷
龍
男
〔
編
〕

国
際
連
合
の
基
本
問
題

酒
井
書
店
（
一
九
七
三
年
）
所
収
二
五
四
頁
、
小
長

谷
和
髙

国
際
刑
事
裁
判
序
説
・
訂
正
版

尚
学
社
（
二
〇
〇
一
年
）
四
六
、
五
一
頁
、
同

序
説
・
国
際
刑
事
裁
判
〔
第
二
版
〕

尚
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学
社
（
二
〇
〇
七
年
）
四
三
頁
参
照
。

（
31
）

東
京
裁
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
〔
編
〕（
前
掲
註（
2
））
二
一
四
頁
参
照
。

（
32
）

内
山
・
前
掲
註（
14
）三
六
五
頁
、
奥
原
・
前
掲
註（
26
）五
五
頁
参
照
。
さ
ら
に
、

,
M
e
m
o‑

ra
n
d
u
m,

n
ote1

5,
p.
82

も
参
照
。

（
33
）

一
九
八
三
年
夏
の
彼
の
来
日
に
際
し
て
行
わ
れ
た
講
演
内
容
の
一
つ
を
収
録
し
た
も
の
と
し
て
、

V・

A・
レ
リ
ン
グ
〔
著
〕=
安

藤
仁
介
〔
訳
〕

東
京
裁
判
の
今
日
的
意
義

関
西
大
学
法
学
会
誌
二
九
号
（
一
九
八
四
年
）
八
七
頁
以
下
が
あ
る
（
ア
ジ
ア
と
植
民
地

の
問
題
に
つ
い
て
は
九
〇
頁
以
下
参
照
）。

（
34
）

幼
方
直
吉

東
京
裁
判
を
め
ぐ
る
諸
論
点
│
│

人
道
に
対
す
る
罪

と
時
効
│
│

思
想
七
一
九
号
（
一
九
八
四
年
）
一
〇
一
頁

以
下
参
照
。

（
35
）

幼
方
・
前
掲
註（
34
）一
〇
四
頁
。
な
お
、
保
坂
正
康

東
京
裁
判
の
教
訓

朝
日
新
書
（
二
〇
〇
八
年
）
二
〇
八
頁
以
下
も
参
照

（

ア
ジ
ア
軽
視

）。

（
36
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
粟
屋
（
前
掲
註（
30
））
八
七
│
八
八
頁
を
参
照
。

（
37
）

幼
方
・
前
掲
註（
34
）一
〇
九
頁
、
一
一
〇
頁
。

（
38
）

す
な
わ
ち
、
ゲ
ー
リ
ン
ク
（

）、
ヘ
ス
（

β

）、
リ
ッ
ペ
ン
ト
ロ
ッ
プ
（

）、
カ
イ
テ
ル
（

）、
ロ
ー
ゼ

ン
ベ
ル
ク
（

）、
レ
ー
ダ
ー
（

）、
ヨ
ー
デ
ル
（

）、
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
ラ
ー
ト
（

）
の
八
被
告
人
で

あ
る
。

（
39
）

内
山
・
前
掲
註（
14
）三
五
四
頁
参
照
。
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
は
、
東
京
裁
判
に
お
け
る
こ
の
審
理
順
序
を
、
通
常
の
裁
判
実
務
と
は
逆
に
、

検
察
が
先
に
起
訴
内
容
を
確
定
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
に
相
応
し
い
被
告
人
の
選
定
を
開
始
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
帰
せ
し
め
て
い
る
。

(
e
d.),

n
ote2,

V
ol.2:

G
e
n
eral

P
reface

to
th

e
C
ollectio

n,
p.

x
x
xiv.

（
40
）

内
山
・
前
掲
註（
14
）三
六
四
頁
参
照
。

（
41
）

,
M
e
m
ora

n
d
u
m,

n
ote1

5,
p.
8
1.

（
42
）

日
本
の
弁
護
側
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
抗
弁
は
、
既
に
審
理
四
日
目
（
一
九
四
六
年
五
月
一
三
日
）
に
、
弁
護
団
副
団
長
清
瀬
一

郎
に
よ
っ
て
│
│
今
日
ま
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
│
│

管
轄
権
に
関
す
る
動
議

と
い
う
形
で
提
出
さ
れ
た
。
清
瀬
（
前
掲
註

法学研究 82 巻 1 号（2009 : 1）

334



（
11
））
五
三
頁
以
下
参
照
。

（
43
）

大
沼
に
よ
れ
ば
、
国
家
行
為
免
責
（
す
な
わ
ち
、
国
家
無
問
責
）
と
元
首
無
問
責
は
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
さ
れ
、

主

権
者
無
問
責

と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
概
括
的
に
は
、
一
国
の
公
権
力

の
発
動
た
る
国
家
行
為
は
他
国
の
管
轄
権
に
は
服
さ
な
い
と
い
う
主
権
国
家
平
等
原
則
（

:

対
等

な
る
者
は
対
等
な
る
者
に
対
し
て
支
配
権
を
持
た
ず
）
を
根
拠
の
中
の
一
つ
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
大
沼
保
昭

戦
争
責
任
論
序
説

東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
七
五
年
）
一
八
四
頁
註
三
二
参
照
。

（
44
）

(
e
d.),

n
ote2,

V
ol.2:

T
h
e
P
roce

e
din

g
s
of

th
e
T
rib

u
n
al
in

O
p
e
n
S
essio

n,
p
p.
120

et
se
q.

参
照
。

上
述
の
主
要
抗
弁
の
他
に
弁
護
側
は
同
動
議
に
お
い
て
、
殺
人
を
理
由
と
し
た
起
訴
に
対
す
る
異
議
も
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
弁
護
側
は

次
の
理
由
か
ら
も
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
に
は
管
轄
が
な
い
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
日
本
軍
の
一
員
と
し
て
降
伏
し
た
軍

出
身
の
被
告
人
に
関
し
て
管
轄
権
が
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
捕
虜
と
看
做
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
捕
虜
の
待
遇
に
関

す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
（
一
九
二
九
年
）
に
従
っ
て
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
従
来
の
軍
事
法
廷
等
の
み
が
裁
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
弁

護
側
の
動
議
・
抗
弁
の
ま
と
め
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
却
下
し
た
判
決
文
（
多
数
派
判
決
）
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdictio

n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p
p.
4
8
4
3
6‐
48
4
3
6
a.

（
45
）

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdic‑

tio
n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p
p.
4
8
4
35
‐
48
4
3
6

、

極
東
國
際
軍
事
裁
判
速
記
録

雄
松
堂
書
店
（
一
九
六
八
年
）
一
〇
巻
五
九
〇
頁
。

（
46
）

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdic‑

tio
n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p.
4
8
43
7.

（
47
）

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdic‑

tio
n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p
p.
4
8
4
37
‐
48
4
3
9.

（
48
）

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdic‑

tio
n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p.
4
8
43
9.

（
49
）

清
瀬
（
前
掲
註（
11
））
五
三
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
松
井
芳
郎

国
際
法
か
ら
世
界
を
見
る
│
│
市
民
の
た
め
の
国
際
法
入
門
│
│
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〔
第
二
版
〕

東
信
堂
（
二
〇
〇
四
年
）
一
二
三
頁
も
参
照
。

（
50
）

一
九
四
五
年
九
月
二
日
の
降
伏
文
書
は
、
そ
の
英
語
版
と
日
本
語
版
と
が
、
東
京
裁
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
〔
編
〕（
前
掲

註（
2
））
二
四
七
│
二
五
〇
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）

(
e
ds.),

n
ote2,

V
ol.
2
0:

T
h
e
J
u
d
g
e
m
e
nt,

P
art

A,
C
h
a
pter

II,
T
h
e
L
a
w,
(
a)

J
u
risdic‑

tio
n
of

th
e
T
rib

u
n
al,

p
p.
4
8
4
39
‐
48
4
4
1.

こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
清
瀬
（
前
掲
註（
11
））
五
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
52
）

清
瀬
（
前
掲
註（
11
））
五
三
頁
以
下
参
照
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
、
と
り
わ
け
、
内
大
臣
木
戸
の
日
記
の
記
述
等
を
使
っ
て
証
明
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
意
味
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
は
高
位
の
政
治
的
指
導
者
・
軍
部
指
導
者
を
含
み
か
つ

通
例
の
戦
争
犯
罪
の
処
罰
を
超
え
た
、

よ
り
高
度
の
戦
争
責
任

を
も
含
め
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
日
本
政
府
お
よ

び
軍
部
は
降
伏
前
に
自
覚
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
粟
屋
（
前
掲
註（
30
））
七
九
頁
以
下
、
同

戦
争
責
任
論

神
田
文

人
〔
編
〕

占
領
と
戦
後
改
革
（
体
系
・
日
本
現
代
史

第
五
巻
）

日
本
評
論
社
（
一
九
七
九
年
）
六
一
頁
以
下
参
照
。

（
53
）

デ
ベ
ラ
チ
オ
な
る
も
の
は
、
完
全
な
軍
事
的
敗
戦
お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
帰
結
さ
れ
る
事
実
上
・
法
律
上
の
国
家
権
力
の
消
滅
を
、
前

提
と
す
る
。
戦
勝
国
は
そ
の
場
合
、
占
領
地
域
に
つ
い
て
国
際
法
上
の
支
配
権
を
行
使
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

,
D
ie

R
ec

htspro
ble

m
e
d
er

N
u
¨

r
n
b
er
g
er

P
rozesse:

D
ar
g
estellt

a
m

V
erfa

h
re

n
g
e
g
e
n

F
rie

dric
h

Flic
k,

T
u
¨

bin
g
e
n

19
92,

S.
11
1

ff.

参
照
。

（
54
）

高
柳
賢
三

極
東
裁
判
と
國
際
法
│
│
極
東
國
際
軍
事
裁
判
に
お
け
る
辯
論
│
│

有
斐
閣
（
一
九
四
八
年
）
五
頁
以
下
。
小
長
谷

（
前
掲
註（
30
）〔
第
二
版
〕）
三
五
│
三
六
頁
も
同
様
に
論
ず
る
。
ま
た
、
清
瀬
（
前
掲
註（
11
））
五
七
頁
も
参
照
。

（
55
）

,
D
as

T
o
k
y
o
T
rial

i
m

Lic
hte

d
es

sein
erzeit

g
elte

n
d
e
n
V
o
¨
lk

errec
hts,

in:
F
estsc

h
rift

fu
¨

r
D
iet‑

ric
h
O
e
hler,

K
o
¨
ln19

8
5,

S.
50
6.

（
56
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
学
的
議
論
に
つ
い
て
は
、

,
a.

a.
O.
(

A
n
m.
5
3),

S.
10
7

ff.,
15
0

ff.,
17
7

ff.

参
照
。

（
57
）

清
瀬
（
前
掲
註（
11
））
五
三
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

,
C
ri
m
es

a
g
ain

st
th

e
P
e
ace

a
n
d

S
ec

u
rity

of
M
a
n
kin

d
a
n
d
th

e
R
ecalcitra

nt
T
hird

State,
in:

Israel
Y
e
arb

o
o
k
o
n
H
u
m
a
n
R
ig

hts,
V
ol.2

4
(1
99
5),

p.

51

も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
パ
リ
不
戦
条
約
が
抱
え
て
い
た
重
大
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
草
二

国
際
法
〔
新
版
〕

有

閣

（
一
九
九
四
年
）
七
〇
六
頁
も
参
照
。
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（
58
）

こ
の
種
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
の
関
連
で
、

n
ote5

7,
p.
5
3

も
参
照
。

（
59
）

英
米
法
に
お
け
る

法
な
け
れ
ば
犯
罪
な
し

原
則
に
つ
い
て
は
、
ブ
ヒ
ナ
ー
の
叙
述
を
参
照
の
こ
と
。

,
D
ie

R
ec

hts
w
idrig

k
eit

d
er

T
ate

n
v
o
n

M
a
u
ersc

h
u
¨
tze

n
u
n
d
d
er

G
r
u
n
dsatz

n
ullu

m
cri

m
e
n,

n
ulla

p
o
e
n
a
sin

e
le
g
e,

K
o
¨
ln1

99
5,

S.
33.

（
60
）...[

T]
o
reco

g
nize

as
la

w
a
prin

ciple
th

at
follo

w
s
th

e
n
ee

ds
of

civilizatio
n
a
n
d
is

a
cle

ar
e
x
pressio

n
of

th
e

p
u
blic

co
n
scie

n
ce.

(
e
d.),

n
ote2,

V
ol.

2:
T
h
e
P
roce

e
din

g
s
of

th
e
T
rib

u
n
al

in
O
p
e
n
S
essio

n:
T
h
e
C
ase

for
th

e
P
rosec

utio
n,

p.
4
3
5.

（
61
）

高
柳
・
前
掲
註（
54
）
一
七
│
一
八
頁
（
=

,
T
h
e
T
o
kio

T
rials

a
n
d
Inter

n
atio

n
al

L
a
w:

A
n
s
w
er

to
th

e
P
rosec

utio
n'
s
A
r
g
u
m
e
nts

o
n
Inter

n
atio

n
al

L
a
w

D
eliv

ere
d
at

th
e
Inter

n
atio

n
al

M
ilitar

y
T
rib

u
n
al

for
th

e

F
ar

E
ast

o
n3

&
4

M
arc

h1
9
4
8,

T
o
k
y
o19

4
8,

p
p.
1
1
‐
1
2

）。

（
62
）

国
際
法
学
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
横
田
喜
三
郎

戦
争
犯
罪
論
・
増
訂
版

有
斐
閣
（
一
九
四
九
年
）
二
七
九
頁
以
下
・
殊
に
三
〇

五
頁
以
下
（

国
際
法
上
の
先
例
的
価
値

）、
ま
た
、
刑
法
学
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
團
藤
重
光

戦
争
犯
罪
の
理
論
的
解
剖

同

刑
法
の
近
代
的
展
開
・
増
補
版

弘
文
堂
（
一
九
五
二
年
）
一
五
三
頁
以
下
（
一
九
四
六
年
六
月
二
五
日
執
筆
、
初
出
・
潮
流
一
巻
七

号
〔
一
九
四
六
年
〕）
を
参
照
。

（
63
）

詳
し
く
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン

東
京
裁
判
と
戦
後
日
本
刑
法
学

萩
原
能
久
〔
編
〕

ポ
ス
ト
・
ウ
ォ
ー
・
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
の
構
想
力

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
五
年
）
所
収
八
五
│
一
〇
三
頁
、
同

刑
法
の
国
際
化
に
関
す
る
一
考
察
│
│
ド

イ
ツ
と
日
本
に
お
け
る
国
際
刑
法
の
継
受
を
素
材
に

法
学
研
究
七
九
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
三
頁
以
下
、

,
a.

a.
O.

(
A
n
m.
1
2),

S.
1
1
5

ff.,
1
3
0

ff.

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
64
）

た
だ
、
英
語
圏
に
お
い
て
は
、
東
京
裁
判
判
決
六
〇
周
年
を
機
に
、
同
裁
判
の
固
有
の
意
義
や
法
理
を
見
直
そ
う
と
す
る
研
究
書
が

よ
う
や
く
出
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
、

,
T
h
e
T
o
k
y
o
Inter

n
atio

n‑
al

M
ilitar

y
T
rib

u
n
al:

A
R
e
a
p
praisal,

O
xford2

0
0
8,

,
W
ar

C
ri
m
es

T
rib

u
n
als

a
n
d
T
ra

n
sitio

n
al

J
u
stice:

T
h
e
T
o
k
y
o
T
rial

a
n
d
th

e
N
u
re

m
b
er
g
L
e
g
ac

y,
L
o
n
d
o
n2
00
8,

T
h
e
T
o
k
y
o

W
ar

C
ri
m
es

T
ri‑

al:
T
h
e
P
u
rs
uit

of
J
u
stice

in
th

e
W
a
k
e
of

W
orld

W
ar

II,
C
a
m
brid

g
e(

M
ass.),

2
0
08

が
挙
げ
ら
れ
る
。
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（
65
）

た
だ
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
関
し
て
は
、
よ
う
や
く
、
二
〇
〇
四
年
に
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
制
の
一
環
と
し
て
日
本
に
お
い

て
も
国
内
実
施
の
た
め
の
法
整
備
が
部
分
的
に
は
行
わ
れ
た
。

（
66
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン

国
際
刑
事
裁
判
所
の

位
置
づ
け
方

│
│
国
内
法
整
備
と
刑
事
法
の
課
題
│
│

国
際
人
権
一
九
号

（
二
〇
〇
八
年
）
五
一
頁
以
下
、
同

国
際
刑
法
に
お
け
る

中
核
犯
罪

の
保
護
法
益
の
意
義
│

I
C
C規
程
批
准
の
た
め
の
日
本
の

法
整
備
と
刑
事
実
体
法
規
定
の
欠
如
が
も
た
ら
す
も
の
を
素
材
と
し
て

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
〔
編
〕

慶
應
の
法
律
学
│
刑
事
法
│

慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
八
年
）
所
収
二
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
67
）

例
え
ば
、
村
瀬
信
也
=
洪
恵
子
〔
編
〕

国
際
刑
事
裁
判
所

東
信
堂
（
二
〇
〇
八
年
）
の
中
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
人
道
に
対

す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
侵
略
犯
罪
な
ど
が
つ
ぶ
さ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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